
校是：当難勿屈について

本校草創期の旧校舎礼法室に掲げられたこの言葉に「校地を求め、校舎

を建設する際、幾多の困難に当たっても屈することなく乗り越えてきた貴

重な体験として生徒に教えてくれたもの」と第四代浅井謙校長は述べられ

ています。また、第六代校長である宗方作治郎先生は、この気風をこよな

く愛し、時あたかも高度成長の波に翻弄される生徒たちに、不易の精神を

千古に伝えるべくこの言葉を伝えられ、爾来、数十年の時を経ても本校の

校是となって生き続けています。


